
 

 

 

                            複数施設研究用 
 
研究課題名 肝門部領域胆管癌における標準的アウトカムの検討に関する情報

公開 
 
１．研究の対象 
本研究は、2014 年 1月から 2018 年 1月の期間に名古屋大学医学部附属病院消化器外科 1

で診療・手術を受けた肝門部領域胆管癌の患者様を対象としています。 

 
２．研究目的・方法・研究期間 
肝門部領域胆管癌にとって外科手術は根治を期待できる唯一の治療法ですが、手術リ

スクが高く、世界的には現在でも高い周術期死亡率（6-12％）と重症合併症率（50-
65％）が報告されています。当院の周術期死亡率は 2％台であり、世界的に見ても非

常に良好な成績を報告しておりますが、施設間の治療成績のばらつきが大きく、世界

標準での治療成績を確認することが、この領域の手術成績の向上のために重要となっ

ております。今回、当施設を含むアジア・欧米諸国の高度専門施設で行われた低リス

ク患者での肝門部領域胆管癌手術データを解析し、標準的治療成績（Benchmark 
outcomes）を解析する共同研究を企画しております。本研究では当院で肝門部領域胆

管癌に対して手術を受けた患者さんのうち、所定の条件を満たした患者さんの治療成

績を検討します。 
研究期間は実施承認日から 2023 年 6 月 30 日までの予定です。 
 
３．研究に用いる試料・情報の種類 
情報： 病歴、性別、年齢、身長、手術記録、病理検査報告書、血液検査データ、診療記

録における治療経過および予後、等。 
 
４．外部への試料・情報の提供 
データセンターへのデータの提供は、インターネットを介し研究組織によって運営される

サイトに登録され、その情報登録は特定の関係者以外がアクセスできない状態で行いま

す。対応表は、本学の研究責任者が保管・管理します。 
 
５．研究組織 
北米地域 

アメリカ合衆国 

Mayo Clinic, Rochester, MN, Gregory J. Gores 

Memorial Sloan Kettering Cancer, New York, Michael I. D’Angelica 



 

 

 

MGH Cancer Center, Boston, Kenneth K. Tanabe 

UCSF California, John P. Roberts 

Mount Sinai Medical Center, New York, Myron Schwartz 

UC Health Cancer Care, University of Colorado, Richard D. Schulick 

カナダ 

Toronto General Hospital, Gonzalo Sapisochin 

 

アジア地域 

日本 

名古屋大学医学部付属病院 水野 隆史 

東京女子医科大学 山本 雅一 

北海道大学 平野 聡 

千葉大学 大塚 将之 

静岡県立静岡がんセンター 上坂 克彦 

香港/中国 

The University of Hong Kong, Chung-Mau L 

大韓民国 

Seoul National University, Bungdan Hospital, Ho-Seong Han 

Yonsei University College of Medicine, Joon-Seong Park 

Keimyung University of Medicine, Daegu, Koo Jeong Kang 

 

欧州地域 

スイス連邦  

University Hospital Zurich, Pierre-Alain Clavien 

フランス共和国 

University Hospital Pontchaillou, Rennes, Karim Boudjema 

HPB Center, Hôpital Paul Brousse, Villejuif, René Adam 

Beaujon Hospital, Clichy, Olivier Soubrane 

ドイツ連邦共和国 

University Hospital Charite, Berlin, Johann Pratschke 

Asklepios Hospital Barmbek, Hamburg, Karl J. Oldhafer 

University Hospital Mainz, Hauke Lang 

University Hospital Aachen, Ulf P. Neumann 

University Hospital Regensburg, Hans J. Schlitt 

イタリア共和国  

San Raffaele Hospital, Milan, Luca Aldrighetti 



 

 

 

University of Medicine Verona, Alfredo Guglielmi 

オランダ王国  

Erasmus MC, University Rotterdam, Wojciech G. Polak 

スペイン王国 

IMDM, Hospital Clinic, University of Barcelona, Constantino Fondevila 

University Hospital Murcia, Ricardo Robles-Campos 

英国（グレート・ブリテン及び北部アイルランド連合王国） 

King’s College London, Andreas Prachalias 

Royal Free London, Giuseppe Fusai 

ノルウェー王国  

Oslo University Hospital, Pål-Dag Line 

 
６．お問い合わせ先 
 
本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

 ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内

で、研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 
 
  照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 
  〒466-8550 愛知県名古屋市昭和区鶴舞 65 

電話：052-744-2222 
名古屋大学大学院医学系研究科腫瘍外科学講座 水野 隆史 
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